
令和７年度
第２回美咲町行財政改革審議会

開催日：令和７年８月１８日（月曜日）

場所 ：議場



「行財政改革大綱」策定の基本方向について

●今後の美咲町行財政改革の方向性●

１．協議事項

（１）一般財源を軸とした「財政改革」

（２）総合調整を実行できる「行政組織改革」

（３）地域協働を実現する「住民協働制度」

「行財政改革大綱」である美咲町経営マネジメント指針の見直しについては、
第四次振興計画の策定後に行う予定としております。
今回の審議会では、基本方向について会長よりお話をしていただきました。

↑議場での審議会の様子



「行財政改革大綱」策定の基本方向について

▼審議会委員からの主な意見▼

・補助金のあり方（職員の意識改革、住民の意識改革）はこれからも考えていく必要がある。

・今後の施策として第四次振興計画の趣旨にもあった若者世代の意見を反映したような組織づくり、

行政組織の改革をしていただきたい。

・地方税と関わりがあるが、地域企業（地元の企業）の事業承継（特に女性の後継者）を進めていけば

定住につながるのでは？

・ガソリンスタンドが減少している、どうにか守ってほしい。

・飲食店の支援をするべきではないか。



これまで専門部会を立ち上げて、行財政改革の重点項目として進めてきた「公有財産マネ

ジメントの推進」の取り組みで、集約化や整備事業で解体している公共施設について、行財政

改革審議会委員と事務局で現場の視察を行いました。

２．解体現場視察について

↑柵原西小学校の解体現場視察の様子↑旧大垪和小学校の解体現場視察の様子


